
≪シリーズ≫

商法改正のポイント第3回
会社法の歩みをたどる

税理士　富山短期大学名誉教授

日専達専任講師　川　中　清　司

会
社
を
運
営
す
る
に
は
、
会
社
の
法

律
を
知
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

法
の
歴
史
を
た
ど
り
、
時
代
背
景
を

知
る
こ
と
で
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

法
律
は
、
そ
の
時
々
の
経
済
社
会
を

色
濃
く
反
映
し
ま
す
。
時
代
の
変
化
に

伴
っ
て
法
律
も
変
わ
り
ま
す
。
商
法
の

内
容
も
経
済
社
会
の
移
り
変
り
と
と
も

に
大
き
く
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

過
去
の
、
特
に
大
き
な
改
正
は
、
明

治
四
四
年
、
昭
和
一
三
年
、
昭
和
二
五

年
に
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
戦
争
と
大
き

な
か
か
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会

社
の
不
祥
事
件
と
の
影
響
も
大
き
く
、

そ
の
都
度
、
監
査
役
制
度
や
罰
則
を
強

化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の

平
成
一
三
年
の
改
正
は
、
経
済
環
境
の

激
変
に
対
応
す
る
も
の
で
、
会
社
の
組

織
再
編
や
資
金
調
達
な
ど
広
い
範
囲
に

及
ん
で
い
ま
す
。
会
社
法
の
理
解
を
深

め
る
た
め
に
、
そ
の
誕
生
か
ら
今
ま
で

の
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

法
の
誕
生
は
一
一
〇
年
前

近
代
国
家
の
夜
明
け

会
社
法
が
誕
生
し
た
の
は
、
今
か
ら

一
一
二
年
前
の
明
治
二
三
年
で
、
ド
イ

ツ
人
の
ヘ
ル
マ
ン
・
レ
ー
ス
ラ
ー
氏
が

起
草
し
た
「
旧
商
法
」
　
の
な
か
に
　
「
合

社
法
の
一
般
規
定
」
と
い
う
名
で
生
ま

れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
日
本
は
、
国
歌
「
君
が

代
」
の
制
定
（
二
一
年
）
、
大
日
本
帝
国

憲
法
公
布
（
二
二
年
）
、
初
め
て
の
国
会

「
第
一
回
定
刻
議
会
」
が
開
か
れ
た
の
が

明
治
二
三
年
一
一
月
二
九
日
な
ど
、
ま

さ
に
、
近
代
国
家
の
黎
明
期
で
し
た
。

当
時
は
、
ま
だ
、
会
社
の
設
立
は
す

べ
て
「
免
許
主
義
」
を
と
つ
て
い
ま
し
た
。

世
の
中
が
移
り
、
会
社
法
も
変
わ
り

ま
し
た
。
明
治
二
八
年
の
日
清
戦
争
で

勝
利
を
お
さ
め
、
三
〇
年
に
は
八
幡
製

鉄
所
が
で
き
「
鉄
は
国
家
な
り
」
と
象

徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
産
業
資
本
主
義
社

会
が
進
む
な
か
で
、
三
二
年
に
い
よ
い

よ
「
新
商
法
」
が
制
定
さ
れ
、
そ
の
第

二
編
の
会
社
規
定
に
今
の
基
本
が
で
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
四
年
間
に
わ
た
る

改
正
作
業
を
経
て
、
明
治
四
四
年
に
は

二
〇
〇
条
あ
ま
り
の
大
修
正
が
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

資
本
主
義
の
強
化
と

商
法
大
改
正

昭
和
に
入
る
と
、
し
だ
い
に
、
金
融

資
本
と
産
業
資
本
が
結
び
つ
き
、
企
業

規
模
が
巨
大
化
し
、
独
占
体
制
が
経
済

を
支
配
す
る
　
「
独
占
資
本
主
義
」
　
へ
と

変
化
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
後
、
昭
和
四
年

か
ら
改
正
作
業
が
始
ま
り
、
商
法
の
大

改
正
を
行
っ
た
の
は
、
日
華
事
変
の
翌

年
の
昭
和
一
三
年
で
、
商
法
の
会
社
編

は
、
ほ
と
ん
ど
新
し
い
立
法
と
な
り
ま

し
た
。
資
本
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、
利

益
が
あ
っ
て
も
繰
越
欠
損
金
を
補
て
ん

し
、
準
備
金
を
積
ん
だ
後
で
な
け
れ
ば
、

配
当
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
議
決

権
の
な
い
株
式
も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

有
限
会
社
が
で
き
た
の
も
こ
の
年
で
す
。

こ
の
頃
の
日
本
は
、
し
だ
い
に
、
軍

国
主
義
の
色
が
濃
く
な
り
、
遂
に
、
戦

争
に
突
入
し
て
い
っ
た
時
代
で
す
。
昭

和
四
年
一
〇
月
二
四
日
に
、
N
Y
株
が

暴
落
し
て
世
界
的
不
況
と
な
り
、
日
本

に
も
波
及
し
、
昭
和
五
年
に
失
業
者
は

三
〇
〇
万
人
に
達
し
、
農
村
で
は
娘
の

身
売
り
が
で
た
り
、
「
酒
は
旧
か
溜
息
か
」

の
歌
が
は
や
る
な
ど
、
悲
観
ム
ー
ド
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
六
年
に
は
満
州
事
変
、

七
年
に
は
上
海
事
変
、
一
一
年
に
は
陸

軍
青
年
将
校
に
よ
る
雪
の
帝
都
の
ク
ー

デ
タ
ー
で
、
大
臣
ら
四
人
を
殺
害
し
た

二
・
二
六
事
件
が
起
き
、
一
二
年
に
は
、

遂
に
、
日
中
戦
争
に
突
入
し
、
二
〇
年

八
月
の
終
戦
ま
で
の
八
年
間
、
戦
争
が

続
き
ま
し
た
。

戦
後
は

ア
メ
リ
カ
制
度
へ
移
行

戦
後
の
日
本
は
、
焼
け
跡
か
ら
出
発
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し
ま
し
た
。
食
糧
が
欠
乏
し
、
生
産
は

荒
廃
し
て
イ
ン
フ
レ
が
高
進
し
、
人
々

は
タ
ケ
ノ
コ
生
活
を
強
い
ら
れ
、
か
つ

ぎ
屋
と
ヤ
ミ
市
が
全
盛
の
中
で
、
「
リ
ン

ゴ
の
歌
」
が
人
々
の
心
を
勇
気
づ
け
ま

し
た
。
昭
和
二
〇
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、

占
領
期
か
ら
復
興
へ
と
進
ん
だ
時
代
で

し
た
。
朝
鮮
戟
争
で
軍
需
産
業
が
活
況
を
み

せ
た
の
は
昭
和
二
五
年
で
、
商
法
は
こ

の
年
に
、
占
領
軍
総
司
令
部
の
意
向
も

あ
っ
て
、
従
来
の
ド
イ
ツ
法
的
な
法
制

度
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
制
度
を
大
き
く

取
り
入
れ
、
会
社
法
制
の
基
礎
が
確
立

さ
れ
ま
し
た
。
大
改
正
の
柱
は
次
の
三

つ
で
す
。

●
授
権
資
本
制
度
と
無
額
面
制
度
で
資

金
調
達
を
容
易
に
す
る

●
株
主
総
合
の
権
限
を
縮
小
し
、
取
締

役
会
に
よ
る
業
務
執
行
シ
ス
テ
ム
の

導
入

●
株
主
の
監
督
是
正
権
な
ど
地
位
を
強

レ
し
イ
「
授
権
」
と
は
、
発
行
で
き
る
株
式
の

総
枠
を
決
め
て
お
い
て
、
取
締
役
会
が

自
由
に
発
行
で
き
る
権
限
を
授
け
ら
れ

る
と
い
う
意
味
で
す
。
そ
れ
ま
で
定
款

に
書
か
れ
て
い
た
「
資
本
金
」
　
の
額
が

姿
を
消
し
、
「
発
行
株
式
総
数
」
が
登
場

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
資
本
と
株
式
の

間
が
切
断
さ
れ
、
株
式
は
そ
の
ま
ま
株

主
権
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。
高
度
成
長
で

計
算
制
度
を
原
価
主
義
へ

経
済
白
書
が
　
「
も
は
や
戦
後
で
は
な

い
」
と
う
た
っ
た
の
は
昭
和
三
一
年
で
、

こ
の
頃
は
　
「
神
武
景
気
」
が
三
一
カ
月

間
続
く
な
か
、
復
興
か
ら
発
展
へ
と
進

み
、
国
民
生
活
は
大
幅
に
向
上
し
ま
し

た
。
続
い
て
、
昭
和
三
三
年
後
半
か
ら

四
二
カ
月
間
、
岩
戸
景
気
が
始
ま
り
、

実
質
経
済
成
長
率
は
一
三
二
一
％
を
記

録
し
、
黄
金
の
六
〇
年
代
の
幕
開
け
と

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
商
法
の
会
社
の

計
算
方
法
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
の
は

昭
和
三
七
年
で
、
「
財
産
目
録
」
が
不
要

と
な
り
、
資
産
の
評
価
の
仕
方
も
原
価

主
義
を
取
り
入
れ
、
引
当
金
の
設
定
を

認
め
ま
し
た
。

会
社
の
利
益
計
算
が
変
わ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
配
当
を
受
け
と
る
株
主
の
立

場
よ
り
も
、
債
権
者
の
立
場
が
重
視
さ

れ
る
方
向
に
向
け
ら
れ
ま
し
た
。

初
の
赤
字
国
債
発
行
と

景
気
回
復
へ

高
度
成
長
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
は

急
激
な
発
展
を
と
げ
、
昭
和
三
九
年
に

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
、

日
本
の
経
済
成
長
を
象
徴
す
る
か
の
よ

う
に
　
「
五
輪
景
気
」
が
二
四
カ
月
間
続

き
ま
す
が
、
四
〇
年
の
秋
か
ら
戦
後
初

の
不
況
に
陥
り
ま
す
。

昭
和
四
一
年
に
、
日
本
の
人
口
は
一

億
人
を
突
破
し
ま
す
。
こ
の
年
、
戦
後

初
の
赤
字
国
債
が
発
布
さ
れ
ま
し
た
。

景
気
は
回
復
に
向
か
い
、
五
七
カ
月
も

続
く
「
い
ざ
な
ぎ
景
気
」
で
、
日
本
は

文
字
通
り
の
経
済
大
国
と
な
り
ま
し
た
。

商
法
で
は
、
中
小
企
業
が
乗
っ
取
ら

れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
　
「
株
式
譲
渡
の
制

限
」
を
取
り
入
れ
た
の
が
昭
和
四
一
年

で
、
定
款
に
　
「
株
を
譲
渡
す
る
と
き
は

取
締
役
会
の
承
認
が
必
要
」
と
う
た
い
、

登
記
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
株
の
売
り

渡
し
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

監
査
役
の
権
限
と

取
締
役
の
責
任
を
強
化

昭
和
四
七
年
に
は
、
日
本
列
島
改
造

論
で
土
地
ブ
ー
ム
が
ま
き
お
こ
り
、
四

八
年
に
は
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

で
狂
乱
物
価
を
招
き
、
一
斉
に
省
エ
ネ

の
時
代
と
な
り
、
高
度
成
長
政
策
の
破

綻
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
九
年
に
は
第
二
次
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
が
起
き
、
日
本
の
地
価
上
昇
率

は
三
二
・
四
％
と
史
上
最
高
を
記
録
し
、

物
価
が
高
騰
し
、
便
乗
値
上
げ
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
日
本
経
済
は
、
戦
後
初
の

マ
イ
ナ
ス
成
長
▲
〇
・
七
％
と
な
り
、

世
界
経
済
も
不
況
に
陥
り
ま
し
た
。

商
法
は
、
昭
和
四
九
年
に
監
査
役
の

権
限
を
強
化
し
、
取
締
役
会
に
出
席
し

て
意
見
を
述
べ
た
り
、
取
締
役
の
行
為

に
対
し
て
、
差
止
め
請
求
す
る
権
利
が

与
え
ら
れ
ま
し
た
。
大
会
社
に
は
会
計

監
査
が
強
制
さ
れ
、
休
眠
会
社
の
整
理

も
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
山
陽
特
殊
鋼
事

件
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
す
。

言
い
換
え
れ
ば
、
企
業
社
会
の
成
熟

に
対
応
し
た
改
正
が
な
さ
れ
た
と
も
言

え
ま
す
。

構
造
汚
職
、
公
費
天
国
に

批
判
高
ま
る

昭
和
五
四
年
か
ら
五
五
年
に
か
け
て

「
ま
だ
ら
景
気
」
が
お
と
づ
れ
、
G
N
P

は
一
兆
ド
ル
を
超
え
ま
す
。
東
京
サ
ミ

ッ
ト
が
開
か
れ
、
「
j
a
p
a
 
n
 
a
 
S

N
O
l
」
と
言
わ
れ
た
の
も
、
こ
の
頃

で
す
。ロ
ッ
キ
ー
ド
・
グ
ラ
マ
ン
事
件
も
起

き
、
汚
職
や
公
費
の
ム
ダ
使
い
に
対
す

る
批
判
も
高
ま
り
ま
し
た
。

商
法
は
、
昭
和
五
六
年
に
、
次
の
よ

う
な
幅
広
い
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

言
わ
ば
、
会
社
の
非
行
防
止
に
重
点
を

置
い
た
改
正
と
言
え
ま
す
。
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●
株
の
単
価
を
五
万
円
に
し
、
そ
れ
未

満
の
端
株
は
議
決
権
を
失
う

●
株
主
総
会
の
利
益
供
与
を
禁
じ
総
会

屋
の
活
動
を
封
じ
た

●
取
締
役
の
連
帯
責
任
を
強
め
、
三
カ

月
に
一
回
は
取
締
役
会
開
催

●
決
算
の
公
告

役
員
の
資
格
が
厳
し
く
な
り
、
禁
固

以
上
の
刑
の
終
わ
っ
て
い
な
い
者
は
欠

格
と
な
り
、
名
目
だ
け
の
役
員
で
も
会

社
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
、
「
僻
（
け
）

怠
責
任
」
を
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

す
べ
て
の
会
社
は
、
決
算
内
容
を
新
開

な
ど
に
公
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
低
資
本
金
制
度
（
株
式
会
社

一
〇
〇
〇
万
円
）
の
導
入

中
曽
根
内
閣
は
、
昭
和
五
七
年
一
一

月
か
ら
六
二
年
一
一
月
ま
で
の
一
八
〇

六
日
間
、
三
次
内
閣
ま
で
政
権
を
担
当

し
、
財
政
赤
字
の
解
消
が
重
要
な
争
点

と
な
り
、
行
財
政
・
教
育
改
革
や
、
増

税
な
き
財
政
再
建
な
ど
の
政
治
路
線
が

次
々
と
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

半
導
体
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
リ
ー
ド
し

て
「
ハ
イ
テ
ク
景
気
」
を
起
こ
し
ま
し
た
。

昭
和
六
三
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
は

「
ヒ
ミ
コ
景
気
」
で
、
昭
和
四
八
年
以
来

の
一
五
年
ぶ
り
の
内
需
主
導
型
の
好
景

気
と
な
り
、
平
成
元
年
に
は
、
消
費
税

が
三
％
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

商
法
の
平
成
二
年
の
改
正
は
、
経
済

秩
序
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
の
規
制
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
組
織
の
健
全
化
を
は
か

る
た
め
に
、

山
一
人
会
社
の
設
立
を
認
め
、
小
規
模

閉
鎖
会
社
へ
の
対
応
。

価
最
低
資
本
金
制
度
を
敷
い
て
充
実
を

図
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
社
債
制
度

を
変
え
て
資
本
調
達
を
ス
ム
ー
ス
に

す
る
と
い
う
も
の
で
、
主
に
次
の
よ

う
な
内
容
で
し
た
。

●
会
社
の
設
立
方
法

こ
れ
ま
で
、
株
式
会
社
を
起
こ
す
に

は
七
人
以
上
の
発
起
人
、
有
限
会
社
で

は
二
人
以
上
の
社
員
が
必
要
で
し
た
が
、

い
ず
れ
も
一
人
で
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。

●
最
低
資
本
金
制
度
と
組
織
の
変
更

株
式
会
社
は
一
〇
〇
〇
万
円
、
有
限

会
社
は
三
〇
〇
万
円
の
最
低
資
本
金
制

度
を
敷
き
、
そ
れ
よ
り
少
な
い
会
社
は

増
資
す
る
か
、
ま
た
は
合
資
、
合
名
会

社
な
ど
に
変
更
す
る
。

●
株
式
や
社
債
1
資
金
調
達
を
容
易
に

す
る
。

●
会
社
の
計
算
と
公
開

決
算
を
公
告
を
し
な
い
と
き
は
厳
し

い
規
定
が
あ
っ
た
　
（
一
〇
〇
万
円
以
下

の
過
料
）
　
が
、
ほ
と
ん
ど
有
名
無
実
と

な
っ
て
い
た
。
大
会
社
以
外
は
公
告
方

法
を
緩
和
し
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
と

リ
ス
ト
ラ

平
成
三
年
に
は
、
ソ
連
が
崩
壊
し
、

湾
岸
戦
争
と
バ
ブ
ル
崩
壊
で
日
本
経
済

が
揺
れ
始
め
ま
し
た
。
雲
仙
普
賢
岳
の

爆
発
も
こ
の
年
で
す
。

四
年
に
は
、
バ
ブ
ル
の
つ
け
が
表
面

化
し
、
佐
川
急
便
事
件
で
政
治
不
信
が

つ
の
り
、
五
年
に
は
、
細
川
連
立
内
閣

が
誕
生
し
、
自
民
の
長
期
政
権
に
暮
ひ

き
。
景
気
は
ど
ん
底
に
沈
む
。

リ
ク
ル
ー
ト
事
件
や
日
興
証
券
株
主

代
表
訴
訟
事
件
な
ど
も
あ
り
、
平
成
五

年
の
商
法
改
正
で
は
、
株
主
代
表
訴
訟

の
手
数
料
が
一
律
八
二
〇
〇
円
と
さ
れ

ま
し
た
。

六
年
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
と
価
格
破

壊
、
産
業
空
洞
化
が
問
題
化
。
七
年
は

阪
神
淡
路
大
震
災
、
オ
ー
ム
事
件
、
金

融
破
綻
。
八
年
は
、
薬
害
エ
ー
ズ
、
産
・

官
・
学
の
癒
着
が
暴
露
。
九
年
は
、
二

次
橋
本
内
閣
が
発
足
し
、
日
本
版
ビ
ッ

グ
バ
ン
が
始
ま
り
、
消
費
税
五
％
の
負

担
増
と
、
医
療
費
値
上
げ
、
特
別
減
税

の
廃
止
な
ど
を
行
っ
て
、
景
気
は
再
び

後
退
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
企
業
は

経
営
維
持
の
た
め
リ
ス
ト
ラ
で
防
衛
を

進
め
る
一
方
、
企
業
の
再
編
・
合
併
が

始
め
ら
れ
ま
し
た
。

企
業
組
織
の
リ
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

経
済
活
性
化
が
ね
ら
い

こ
れ
ま
で
の
商
法
改
正
は
、
会
社
の

機
能
に
関
係
す
る
も
の
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
債
権
者
の
保
護
と
か
、

株
主
と
取
引
先
や
債
権
者
の
利
害
の
調

整
と
い
っ
た
、
言
わ
ば
、
会
社
の
機
能

を
合
理
化
す
る
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
最
近
の
改
正
は
、
企
業
組

織
の
再
構
築
と
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、
経

済
社
会
の
活
性
化
を
図
る
と
い
う
目
的

の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
九
年
に
は
、
会
社
合
併
手
続
き

の
簡
素
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、
第
一

勧
銀
や
そ
の
他
の
利
益
供
与
事
件
を
受

け
て
、
商
法
も
利
益
供
与
罪
な
ど
の
重

罰
化
を
決
め
ま
し
た
。
一
一
年
に
は
、

新
し
く
完
全
親
子
会
社
形
成
の
た
め
の

株
式
交
換
や
株
式
移
転
制
度
。
一
二
年

に
は
、
会
社
分
割
制
度
の
創
設
。

こ
う
し
た
企
業
組
織
の
リ
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
　
（
再
構
築
）
　
を
目
的
と
し
た
改

正
が
、
相
次
い
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

株
式
交
換
制
度
を
利
用
し
て
、
完
全

子
会
社
化
し
た
ソ
ニ
ー
の
例
が
あ
り
ま

す
。
●
ソ
ニ
ー
は
、
そ
の
子
会
社
の
ソ
ニ
ー
・

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

（
S
M
E
）
の
約
七
〇
％
の
株
を
持
っ

て
い
た
が
、
商
品
の
開
発
や
提
供
を
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迅
速
化
し
収
益
を
高
め
る
た
め
に
、

S
E
M
の
全
て
の
株
式
を
保
有
し
て

完
全
子
会
社
と
し
た
。

●
S
E
M
は
上
場
会
社
で
、
一
般
投
資

家
な
ど
多
数
の
株
主
が
い
た
が
、
両

社
は
株
式
交
換
を
決
め
、
強
制
的
に

S
E
M
株
主
が
持
っ
て
い
る
S
E
M

株
は
ソ
ニ
ー
の
も
の
と
な
り
、
代
わ

り
に
そ
の
人
た
ち
に
対
し
て
、
ソ
ニ

ー
株
が
発
行
さ
れ
た
。

●
結
果
的
に
、
ソ
ニ
ー
と
S
E
M
の
株

主
の
間
で
、
株
が
交
換
さ
れ
る
形
と

な
っ
た
。
こ
れ
を
株
式
交
換
と
言
い

ま
す
。

経
済
活
動
の
活
性
化
が

目
的平

成
一
三
年
の
改
正
の
特
徴
は
、
市

場
の
株
式
量
を
引
き
締
め
、
株
価
対
策

を
図
る
と
と
も
に
、
企
業
の
再
編
成
経

済
活
動
を
活
発
に
す
る
目
的
で
、
言
わ

ば
、
経
済
促
進
法
と
い
っ
た
内
容
の
も

の
で
す
。

こ
こ
で
は
、
主
に
次
の
四
つ
の
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
金
庫
株
の
解
禁

●
額
面
株
式
の
廃
止

●
単
元
株
制
度
の
創
設

●
法
定
準
備
金
制
度
の
緩
和

ま
ず
、
バ
ブ
ル
時
代
に
大
量
に
株
を

発
行
し
て
資
金
を
調
達
し
た
エ
ク
イ
テ

ィ
ー
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
　
（
株
式
金
融
）

で
、
膨
れ
あ
が
っ
た
株
式
市
場
を
引
き

締
め
、
流
通
量
を
減
ら
し
、
下
が
り
続

け
る
株
価
を
支
え
る
こ
と
。

次
に
、
企
業
の
合
併
や
買
収
を
し
や

す
く
し
て
、
企
業
の
再
編
を
促
進
す
る

こ
と
で
す
。
金
庫
株
制
度
を
利
用
す
れ

ば
、
企
業
再
編
に
あ
た
っ
て
も
新
枠
を

発
行
す
れ
ば
、
一
株
当
た
り
の
価
値
の

希
薄
化
を
防
ぎ
、
配
当
負
担
も
軽
減
さ

れ
、
事
務
手
数
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
述

の
「
改
正
商
法
の
ポ
イ
ン
ト
ー
一
三
年
一

〇
月
一
日
施
行
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

企
業
統
治
を
強
め
る

平
成
一
四
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
改

正
法
で
は
、
主
に
次
の
三
つ
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
監
査
役
の
機
能
強
化

●
取
締
役
の
責
任
軽
減

●
株
主
代
表
訴
訟
制
度
の
合
理
化

こ
れ
ら
の
目
的
は
、
会
社
の
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
　
（
企
業
統
治
）

を
強
化
に
あ
り
、

川
監
査
役
制
度
の
強
化
を
図
る
た
め
、

任
期
を
四
年
に
延
長
し
て
取
締
役
会

へ
の
出
席
と
意
見
陳
述
を
義
務
付
け
、

価
代
表
訴
訟
を
合
理
化
し
、
取
締
役
や

監
査
役
の
責
任
を
軽
減
と
、
株
主
総

会
や
、
取
締
役
会
の
決
議
に
よ
っ
て
責

任
を
制
限
す
る
制
度
を
開
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
述

の
「
改
正
商
法
の
ポ
イ
ン
ト
ー
一
四
年

五
月
一
日
施
行
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ア
メ
リ
カ
聖
経
営
の

導
入平

成
一
五
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
る

改
正
法
で
は
、
①
委
員
会
設
置
会
社
②

株
式
制
度
の
見
直
し
　
（
端
株
買
増
し
制

度
）
③
株
主
総
合
の
簡
素
化
④
取
締
役

の
報
酬
規
定
⑤
資
本
減
少
手
続
き
や
計

算
規
則
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
く
わ

し
く
は
、
前
述
の
「
改
正
商
法
の
ポ
イ

ン
ト
圭
一
五
年
四
月
一
日
施
行
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

重
責
会
制
度
と

執
行
役
員
制
度

こ
の
ね
ら
い
は
、
執
行
と
監
督
の
分

離
を
図
り
、
業
務
執
行
を
可
能
な
限
り

効
率
化
す
る
た
め
に
執
行
役
を
置
く
と

い
う
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
採
用
で
き
る
の
は
、
大

会
社
と
、
中
会
社
で
会
計
監
査
人
の
監

査
を
受
け
る
会
社
で
、
定
款
で
決
め
て

「
委
員
会
設
置
会
社
」
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
選
択
制
で
す
。

ま
た
、
「
重
要
財
産
委
員
会
」
を
設
け

て
、
重
要
な
財
産
の
処
分
や
多
額
の
借

金
の
場
合
、
こ
の
委
員
会
で
決
め
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

業
務
執
行
を
担
当
す
る
執
行
役
は
、

株
主
総
合
で
は
な
く
、
取
締
役
で
構
成

さ
れ
る
各
委
員
会
が
選
任
し
、
各
委
員

会
が
執
行
役
の
農
務
執
行
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。

こ
の
仕
組
み
は
、
ア
メ
リ
カ
型
の
企

業
統
治
　
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
）
　
を
導
入
し
た
も
の
で
、
そ
の
特
徴

は
、
業
務
執
行
と
経
営
監
視
を
は
っ
き

り
と
分
け
る
こ
と
で
す
。

取
締
役
会
が
不
適
格
と
判
断
す
れ
ば

社
長
も
解
任
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
制

度
を
導
入
す
る
か
、
従
来
の
仕
組
み
を

続
け
る
か
は
、
企
業
の
選
択
に
委
ね
ら

れ
て
い
ま
す
。

調
和
と
経
営
者
の

倫
理
観
が
鍵

こ
う
し
た
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
導

入
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
も
必
要
な
の
は

企
業
を
運
営
す
る
人
で
あ
り
、
そ
の
企

業
、
そ
の
社
会
環
境
に
調
和
し
な
が
ら
、

し
か
も
、
古
い
欠
陥
を
打
破
し
て
、
新

し
い
体
質
に
脱
皮
し
て
い
く
努
力
を
重

ね
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
近
で
は
、
ア
メ
リ
カ
型
経
営
に
疑

問
の
声
も
き
か
れ
ま
す
。
エ
ン
ロ
ン
、

ワ
ー
ル
ド
コ
ム
な
ど
が
粉
飾
決
算
で
巨

額
に
利
益
を
計
上
し
、
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
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な
ど
の
大
型
監
査
法
人
が
関
わ
っ
て
い

た
と
い
う
大
事
件
で
、
そ
う
し
た
制
度

に
対
す
る
不
信
感
が
増
大
し
、
再
び
、

経
営
の
透
明
性
や
ア
メ
リ
カ
型
の
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ン
ン
ス
も
疑
問
視
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
日
本
の
従
来
の
監
査
役

制
度
を
充
実
さ
せ
て
、
日
本
型
コ
ー
ポ

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
立
し
ょ
う
と

い
う
意
見
が
強
く
み
ら
れ
ま
す
。
や
は

り
、
制
度
よ
り
も
経
営
陣
の
し
っ
か
り

し
た
倫
理
観
を
も
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
商
法
改
正
は
四
つ
の
要
素

を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
第
一
に
、
日
々

激
し
さ
を
増
す
経
済
競
争
と
国
際
化
の

な
か
で
、
世
界
に
通
用
す
る
会
社
法
と

し
て
整
備
す
る
こ
と
、
第
二
は
、
企
業

統
治
＝
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
立
を
急
ぎ
、
企
業
不
祥
事
に
備
え
、

経
営
の
効
率
化
と
迅
速
化
を
図
る
こ
と
、

第
三
は
、
進
展
す
る
高
度
情
報
社
会
、

特
に
、
I
T
革
命
に
対
応
す
る
こ
と
、

第
四
に
は
、
資
金
調
達
を
容
易
に
し
、

間
接
金
融
か
ら
直
接
金
融
の
道
を
開
く

こ
と
で
す
。

商
法
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
、
私
た

ち
は
、
か
つ
て
な
い
大
き
な
変
革
期
の

中
に
た
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
痛
感

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
い
ま
、
新
し
い
日
専

連
の
創
造
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


